　　　　　　　　　　　（独）医薬基盤研究所　ＮＭＲ施設利用申請書　　　　　　　　別紙１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

財産管理役

独立行政法人医薬基盤研究所 総務部長 殿

　　　　　申請者　　住所

　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏名                          印

	
	

	利用者連絡先
	部署・職・氏名

住所：〒

電話：        　　　                FAX：

E-mail:


	利用課題（テーマ）
	

	利用機器
	□ＮＭＲのみ　　　　　□ＮＭＲとＬＣ－ＭＳ双方

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	利用希望時期
	　　年　　月　　日（　）～　　月　　日　　　　　時～　　　時

	測定形態
	□自ら測定する（同席不要）　　　□測定時に同席

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	利用目的

試料名

研究内容

※成果非公開の場合は

利用目的・試料名のみ

※表に入りきらない場合は別途資料を添付して下さい


	

	


別紙２

（独）医薬基盤研究所 NMR 施設利用誓約書

誓約事項
（基本方針）
１．NMR 施設を利用して行う利用課題は、平和目的に限定し、利用実験を安全に実施するとともに、他の利用研究者等との良好な関係を確保すること。このため、関係法令、独立行政法人医薬基盤研究所（以下「基盤研」という。）の規程及び各種手続き等を遵守すること。また、基盤研による安全及び管理のための指示に従うこと。
（傷害保険）
２．不慮の事故に備えて利用者は傷害保険等（労働者災害補償保険法に基づくものを含む。）に加入すること。
（物品、薬品等の持込等）
３．実験に使用する物品、薬品等は、所定の手続きに従って持ち込み、善良な管理者の注意義務をもって管理すること。また、持ち込んだ物品、薬品等は原則として全て責任を持って所属機関まで持ち帰ること。
（施設、設備等の使用）
４．NMR 施設及びそれに附属する施設、設備並びに物品の使用にあたっては、設備及び安全の基盤研担当者の指示に従うこと。また、使用後は従前の状態及び場所に戻すこと。
（利用の開始）
５．実験の開始前に、NMR 施設の機能及び整備状況等について、所定の確認を行い、異常があれば、基盤研の担当者に連絡すること。また基盤研の担当者が指示する場合は、必要な点検を受けること。
（利用の終了）
６．実験の終了後に、NMR 施設の機能及び整備状況等について、所定の点検を受けること。この場合、点検結果を基に原状回復にかかる指示がある場合は、その指示に従い所要の措置を講じること。
（施設使用料の徴収）
７．NMR 施設の利用に伴い使用した研究施設、消耗品、その他のサービスに係わる経費を基盤研からの請求に従い請求日から30日以内に基盤研が指定する銀行口座に振り込むこと。振り込み手数料は振り込み者の負担とすること。
（NMR 施設利用時間の減少）
８．NMR 施設利用時間の減少等に伴って損害が生じた場合、基盤研の故意又は重大な過失がない限り、基盤研に対していかなる賠償請求を行わないこと。
（利用報告書）
９．実験期間の終了後、基盤研が指定する期日までに所定の「利用報告書」を提出すること。また、利用報告書
の印刷、発行、統計処理及び基盤研の発行物等の編集に必要な加工を基盤研が自由に行うことに同意すること。
利用報告書を提出しなかった場合は、所要経費を基盤研からの請求に従い支払うこと。

（利用研究成果）
10．利用研究成果の内容を含む科学技術論文、書籍等の印刷物には「（独）医薬基盤研究所NMR 施設を利用した結果である。」ことを記述するとともに、その印刷物（1 部）を提出し、所定の連絡をすること。
また、基盤研が行う成果報告会・シンポジウム等において資料作成・発表に協力すること。
（特許等）
11．NMR 施設を利用した成果に属する発明又は考案について、特許又は実用新案を出願した場合には、公開後速やかに特許出願番号等を基盤研に報告すること。
（事故等）
12．事故及び災害の際は、実験責任者が責任をもって対処し、速やかに基盤研へ連絡すること。
（使用の停止）
13．この誓約書に規定する事項を守らなかった場合、基盤研に提出する書類に虚偽の記載があることが判明し
た場合、もしくは、NMR 施設の運営に支障をきたすと基盤研が判断した場合は、基盤研が行う使用停止等の指示に従うこと。
（賠償責任）
14．故意又は重大な過失によってNMR 施設及びそれに附属する施設、設備並びに物品に損害を及ぼしたときは、その損害を賠償すること。
（紛争処理）
15．この誓約書について疑義又は紛争が生じたときは、相互に協議、解決を図ると共に日本国の法律に基づき基盤研所在地の裁判所において解決すること。
以上
平成 年 月 日
当該利用期間においてNMR 施設利用を実施するに当たっては、上記事項を確認し、誠実に履行することを誓約します。
NMR 施設利用企業（機関）名： .

（所在地： ）
実施責任者氏名： 印
（所属・役職： ）__
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙３
（独）医薬基盤研究所 ＮＭＲ施設利用許可書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　 　殿

財産管理役

独立行政法人医薬基盤研究所 総務部長

申請のあった下記物件の利用を許可します。

記

１ 利用許可期間

　年　　月　　日（　）～　　月　　日　　　　　時～　　　時

２ 許可する物件の用途（利用課題）
３ その他参考となるべき事項
　別紙４
（独）医薬基盤研究所 ＮＭＲ施設利用状況確認書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　 　

ＮＭＲ施設の利用状況について下記を確認しました。

記

１ 利用機器

　□ NMRのみ　　　　　　　　　　　　□ＮＭＲとＬＣ－ＭＳ双方

　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２ 利用許可期間

　年　　月　　日（　）～　　月　　日　　　　　時～　　　時

３ 備 考

	利用者所属、職、氏名


	　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	（独）医薬基盤研究所

担当者 職、氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　  印


　　　　　　　　　（独）医薬基盤研究所 ＮＭＲ施設利用報告書（成果公開利用）　　　　別紙５
	利用企業（機関）名
	

	利用者部署、職、氏名
	

	利用課題（テーマ）
	

	利用機器
	□ＮＭＲのみ　　　　　□ＮＭＲとＬＣ－ＭＳ双方

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	利用時期
	　　年　　月　　日（　）～　　月　　日　　　　　時～　　　時

□当初計画どおり

□当初計画変更（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	測定形態


	□自ら測定　　　　　　□測定時に同席
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	利用した感想
	□満足　　　　　　　□普通　　　　　　　□不満

（自由記載欄）



	利用実績の概要

・利用計画と実際の利用による成果

・今後の研究計画

※表に入りきらない場合は別途資料を添付して下さい


	

	今後の利用計画
	□あり（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□なし

	その他要望事項等

	


※本報告書については、（独）医薬基盤研究所で必要な編集を行った上で公開します。

※特許等の理由で公開延期を希望される場合は必ず事前にご相談ください。







